
子ども元気アップ事業 

おやつのちまき ～端午の節句にちなんで～ 

のびのび夏まつりをします！！ 

 

 

 

 

  

 今年はなかなか梅雨にならず、いきなり気温が高くなり、体調管理が難しい日が続きます。しっかりとご飯

を食べて、早寝早起きをするなど規則正しい生活を心掛け、これから本番の夏の暑さに備えたいものです。 

 いよいよ７月です。１年生にとっては初めての夏休みがやってきます。夏休み期間中の児童クラブでの様々

な行事も計画しています。今年度は保護者の方からのご提案もありました。様々な活動を通して、たくさんの

思い出を作りましょう。 

 

 

 ６月５日（水）おやつにちまきを食べました。４日（火）に職員が笹の仕分け作業

を行い、５日に職員が 100 本のちまきを作り、下校後希望児童 15 名が 20 本ちまき

を作りました。自宅で食べたと教えてくれる子もいました。また、３年生Ｋさん、

２年生Оさんが他の子に、ちまきの作り方を教えていました。 

食べる前に職員が端午の節句について説明すると、「昔は男の子が元気に育つよう

にと言われていたけど、今はひな祭りも端午の節句もみんなが元気に育つようにだ

よ」と話してくれる子がいました。 

作ったちまきは茹でて、きな粉・砂糖醤油で食べました。 中には一人３本食べる

子もいました。 

 

 

 ６月 10日（月）平田小学校一日休業日に、島根県レクリエーション協会から講師の

梶谷さんを派遣していただき、レクリエーション活動を行いました。「子ども元気アッ

プ事業」は、スポーツ・レクリエーション活動と通して子どもたちが楽しく体を動か

す習慣化を目指す事業で、いろいろな人たちとの交流をとおして楽しく体を動かし、

遊びながら運動・スポーツを日常に取り入れていくきっかけをつくるものです。まず、

「どうぶつえあわせカルタ」を３グループに分かれてしました。その後、モルックを

３グループに分かれて競いました。職員も一緒にグループに入り、楽しみました。 

「どうぶつえあわせカルタ」と、梶谷さん手作りのモルックセットを頂き、次の日

以降も下校して子どもたちが夢中になって遊んでいます。遊ぶ時のルールも子どもたちと一緒に作りました。 

 

 

 当クラブも開設して４年が経過し、この度初の試みとして「のびのび夏まつり」を７月 24日（水）17：30～

19：30 に開催することとなりました。これは以前から退会されたお子さんの「またのびのび児童クラブに遊

びに行きたい」という声を反映し、現在入会しているお子さんと合わせて楽しいひと時を過ごそうと企画しま

した。のびのび児童クラブを退会した子たちは平田小学校 35人、灘分小学校 13人。なかには高校生、中学生

になった子もいます。児童クラブを退所しても、いつでも顔を出せる場所、困った時、人生の節目にふと寄れ

る場所、そんな場所になれるといいなと考えています。 

当日は、ドライカレーやかき氷、千本くじ、リユースコーナー、手持ち花火、手話コーラス部の発表を予定

しています。ぜひご参加ください。 

のびのび児童クラブだより 

令和６年度 ７月号 



 

のびのび児童クラブ めざす姿 

①気持ちの良いあいさつ、返事、言葉遣いができる子 

②人の話を聞くことができる子 

③自分の思いを表現できる子 

ほっこりエピソード⑦ 

 

ほっこりエピソード⑧ 

 

事例検討会 

 

ほっこりエピソード⑨ 

 

読み聞かせ講座 

 

 

 

６月 26 日（水）出雲中央図書館から絵本の読み聞かせ講座の講師を派遣していただき、職員が読み聞かせ

の基本的な考え方、ポイント、本の選び方について学びました。 

長期休業中は弁当後と、15 時のおやつ後の一日２回、読み聞かせをしています。これからも今回の講座を

活かして取り組んでいきます。 

 

 

６月 28 日（金）定期的に巡回相談にお越しいただく島根県東部発達障害者支援センターウィッシュの心理

スタッフで公認心理師の岩橋さんと職員で事例検討会を行いました。日々の子どもたちとの関わりの中で、職

員がどのように関わったらいいのか悩んでいることについて職員で検討し、アドバイスをしていただきまし

た。 

～のびのび児童クラブで、心がほっこり暖かくなったエピソードを紹介します～ 
 

 

 ある日、「僕は兄弟げんかをしても手は出さない。だからいつも負ける。」と話す３年生Ｍさん。「僕は平和

主義だから」と一言。友だちにも優しく話していました。負けても手は出さないと言うＭさんの言葉に、Ｍさ

んは強い心がある人だと感心しました。 

 

 

 いつも職員におやつを取る時には「いただきます」、おやつを食べ終わると「ごちそうさまでした」と必ず

言ってくれる２年生Ｔさん。きっとご自宅でも同じようにされているのではないかと思います。Ｔさんの声掛

けに、職員はとても嬉しくなります。 

 

 

 夕方、職員がクラブ室内の掃除をする際、「誰か手伝ってくれる人～」と声をかけると率先して手伝ってく

れる子が数名います。学年が上がると掃除の仕方も上手になります。また、上級生が下級生に「こうしたらい

いよ」と教えている場面もあり、微笑ましくなります。 

 児童クラブは異年齢で過ごせる貴重な場です。今後も異年齢の関わりを大切に見守っていきます。 

 

＜お知らせ・お願い＞ 

☆ ７月行事について 

７月 19日（金）平田小学校、国富小学校終業式、集金袋配布 

７月 22日（月）一日開所 

※夏季休業期間の行事については、「夏休みについて（お知らせとお願い）」を参照ください。 

☆ 職員研修について 

・「食物アレルギーこんなことあるある」オンライン （全職員） 

７月 11日（木）応急手当講習「普通救命講習（小児対象）」 出雲市消防本部 （原） 

   

 

 


